
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度           教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
〇 〇

問題を正確に理解し、定義や定理等をもとに式を立てることで適切に計算できる。

場合の数と確率、図形の性質、数学と人間の活動に
ついて、興味・関心を持てるとともに、課題に対し
ても積極的に取り組める。

【学びに向かう力、人間性等】

数学科 数学Ａ
数学科

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 関 考

1○
定期考査

○

1

第１章　場合の数と確率
第１節　場合の数
１年次に数学Ⅰで学習した集合につ
いての確認、その要素の個数に関し
て成立する関係について理解させ
る。また、事象の数え方について、
「樹形図」を用いる方法や、順列
nPrや組合わせnCrの有用性を理解さ
せるとともに、それを適切に活用で
きようにする。

【指導事項】
・場合の数
【教材】
教科書：数研出版「最新数学Ａ」
副教材：数研出版「３ROUND数学
A」

【知識・技能】
授業内での発問
課題プリント
【思考・判断・表現】
定期考査
知識の有無に関わらず、問の本質を見抜けて
いるかどうか
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内での発問
課題プリント
理解できなかったとき質問が出来る

第１章　場合の数と確率
第２節　確率
確率の意味を理解させる。「場合の
数」で習得した内容を用い、確率に
関する応用的な問題に取り組めるよ
うにする。具体的には「和事象の確
率」「余事象の確率」「独立な試行
の確率」「反復試行の確率」「条件
付き確率」に関する問題について扱
えるようにする。

【指導事項】
・確率
【教材】
教科書：数研出版「最新数学Ａ」
副教材：数研出版「３ROUND数学
A」

【知識・技能】
授業内での発問
課題プリント
【思考・判断・表現】
定期考査
知識の有無に関わらず、問の本質を見抜けて
いるかどうか
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内での発問
課題プリント
理解できなかったとき質問が出来る

○ ○ 11

○

数学Ａ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

場合の数と確率、図形の性質、数学と人間の活
動について、基礎的な知識の習得を目指し、そ
れを活用する力を身に付ける。

場合の数と確率、図形の性質、数学と人間の
活動について、事象を数学的に考察する能力
や、式の成り立ちについて理解し、またそれ
を説明できる。

最新数学A（数研出版）

数学科

公式を暗記して計算するだけでなく、その式の成り立ちについて理解している。

授業に積極的であり、家庭学習用の課題についても意欲的に取り組んでいる。

数学Ａ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 12

２
学
期

第２章　図形の性質
第１節　平面図形
中学時代に学習した図形についての
復習と、その応用例の定理について
考えさせる。

【指導事項】
・平面図形
【教材】
教科書：数研出版「最新数学Ａ」
副教材：数研出版「３ROUND数学
A」

【知識・技能】
授業内での発問
課題プリント
【思考・判断・表現】
定期考査
知識の有無に関わらず、問の本質を見抜けて
いるかどうか
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内での発問
課題プリント
理解できなかったとき質問が出来る

〇 〇 13

定期考査
〇 〇 1

〇 〇

〇

技 知

○ 〇

〇

○ 〇

〇



２
学
期

第２章　図形の性質
第２節　空間図形
平面図形の応用から空間図形につい
て考察できるようにする。また、多
面体の性質についての理解を深めさ
せる。

第３章　整数の性質
第１節　約数と倍数
倍数の判定法について一般的な方法
や、素因数分解、最大公約数・最小
公倍数についての性質を考えさせ
る。また、商と余りの関係について
理解させ、問題を解く上で活用でき
るようにする。

【指導事項】
・空間図形
・約数と倍数
【教材】
教科書：数研出版「最新数学Ａ」
副教材：数研出版「３ROUND数学
A」

【知識・技能】
授業内での発問
課題プリント
【思考・判断・表現】
定期考査
知識の有無に関わらず、問の本質を見抜けて
いるかどうか
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内での発問
課題プリント
理解できなかったとき質問が出来る

〇 〇 13

定期考査
〇 〇 1

70

〇 〇

〇

３
学
期

第３章　整数の性質
第２節　ユークリッドの互除法
ユークリッドの互除法を用いて最大
公約数を求められるようにするだけ
でなく、そのメカニズムを理解し、
説明できるようにする。また、互除
法の計算を逆にたどることで１次不
定方程式の整数解が１つ得られるこ
とを理解させる。

第３節　整数の性質の活用
有理数の小数表現の仕方、n進法へ
の変換方法について理解させ、それ
を活用できるようにする。

【指導事項】
・ユークリッドの互除法
・整数の性質の活用
【教材】
教科書：数研出版「最新数学Ａ」
副教材：数研出版「３ROUND数学
A」

【知識・技能】
授業内での発問
課題プリント
【思考・判断・表現】
定期考査
知識の有無に関わらず、問の本質を見抜けて
いるかどうか
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内での発問
課題プリント
理解できなかったとき質問が出来る

〇 〇 16

定期考査
〇 〇 1〇

〇 〇

合計


